「会津地鶏」飼養管理の手引き
（会津地鶏飼養管理マニュアルの改訂版）

[image: image1.jpg]



【会津地鶏】
平成１９年度版
福島県農業総合センター　畜産研究所　養鶏分場

郡山市富田町字満水田２番地

TEL（024）932-1678

FAX（024）932-1679
会津地鶏の飼養管理の手引き
目　次

Ⅰ　はじめに
　１　会津地鶏の由来・・・・・・　２
Ⅱ　特性
　１　会津地鶏の特徴・・・・・・　３
２　交配様式　・・・・・・・・　３
Ⅲ　標準能力
　１　基本能力　・・・・・・・・　４
　２　発育と飼料摂取量・・・・・　４
Ⅳ　飼養管理
　１　事前準備　・・・・・・・・　５
　２　餌 付 け　・・・・・・・・　７
　３　育　　雛　・・・・・・・・　８
　４　出　　荷　・・・・・・・・１２
　５　日常管理のポイント・・・・１３
Ⅴ　生産体系・・・・・・・・・・１４
Ⅵ　衛生管理
　１　農場衛生　・・・・・・・・１５

　２　ワクチン　・・・・・・・・１６

Ⅰ　はじめに

１　会津地鶏の由来（純系会津地鶏と会津地鶏）
会津地鶏の詳しい由来は定かではありませんが、平家の落人が愛玩用に持ち込んだものが広まったと言われています。楊柳（やなぎ）色の脚と雄鶏の美しい羽装が特徴で、その長く黒い尾羽は、天正年間から会津地方で春の彼岸に舞われている『会津彼岸獅子』の獅子頭に今も使われています。

会津地鶏は血液鑑定（鹿児島大）、遺伝子鑑定（東京農大）により、福島県固有の品種であることが確認されています。長い歴史の中で、会津地域の養鶏は盛んではなかったために他の鶏種と交雑することなく純粋なまま維持されてきたものと思われます。しかし、小駆で産卵性も乏しい（年間60～80個）ため、飼育する人も少なくなり絶滅寸前になっていました。昭和62年、福島県養鶏試験場（当時）が会津地方で見つけ、原種を維持・増殖しました。そして、平成3年度に市販用「会津地鶏」の交配様式を決定し、翌、平成４年度から普及を開始しました。（そこで、元来の会津地鶏に純系を付けて「純系会津地鶏」として区別しています。）
以後、この手引きでは原種を「純系会津地鶏」、コマーシャル鶏を「会津地鶏」と記載します。
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純系会津地鶏
Ⅱ　特性
１　会津地鶏の特徴

　会津地鶏は純系会津地鶏をもとに福島県養鶏試験場（当時）が開発した肉質の優れた地鶏です。強健で飼いやすく、他の地鶏には見られない美しい羽装を持っています。その肉の味は”絶品”と好評で、素材の良さを生かした各種料理に最適です。
２　交配様式
[image: image3.jpg]
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純系会津地鶏（100%）　×　　ホワイトプリマスロック（0%）
♂　　　　　　　　　　　　　　　　　♀
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　　　　　　　　大型会津地鶏（50%）　　　　×　　　ロードアイランドレッド（100％）
　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♀
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　　　　　　　　　　　　　　　　会津地鶏（75%）　　注（　）内は在来種由来血液率
Ⅲ　標準能力
　　　

○　標準能力は以下の条件で飼養したときのデータです。

　　　　給与飼料：０～　３週齢　市販ブロイラー前期用飼料（ME3,050kcal、CP22%）
　　　　　　　　　４～１７週齢　市販ブロイラー仕上用飼料（ME3,200kcal、CP18%）
　　　　飼養時期：５月～９月

　　　　飼養密度：１㎡あたり６羽（１坪あたり２０羽）

　　　　その他　：デビークは10日齢で実施　
　　　　　　　　　28日齢以降平飼い
１　基本能力（育成期間は雄雌とも１７週齢）
	性
	育成率
	体　重
	飼料要求率
	正肉歩留まり

	♂
	９７％
	３．１kg
	３．５
	３８％

	♀
	９９％
	２．３kg
	３．７
	３６％


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）正肉：ムネ肉、モモ肉、ささみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【H19基本能力調査】　　　
２　発育と飼料摂取量
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【H19基本能力調査】　　
Ⅳ　飼養管理
１　事前準備

（1） 鶏舎の消毒と清掃

1 鶏糞、器具・機材の搬出（出荷後できるだけ早く）
・清潔な鶏舎環境を確保するため、搬出できるものは全て外に出します。
↓

2 清掃：水洗や消毒の効果を十分に発揮させるには清掃が大切です。
・鶏舎内のこびり付いた糞、天井や壁に積もった埃を落とします。
また、鶏舎の周囲もきれいにします。

・コンセント等電気関係はナイロン等で保護して漏電を防ぐこと。
↓

3 水洗：（２週間前）
　　　　　・予め舎内を水で湿らせておくと、こびり付いた鶏糞等の除去が楽になります。作業は高圧洗浄機等を用いて、天井、壁、床面など上部から順に行います。換気扇やブルーダーもきれいにします。
　　　↓

4 鶏舎乾燥
　　　　　　　　・乾くと1回目の清掃ムラがわかります。
↓

5 鶏舎消毒（１回目）：（１～２週間前）
　　　　　・消毒液の効果は、これまでに鶏舎がどれだけきれいになっているか、適切な濃度になっているか、乾燥の状態や温度によって差が出ます。
　　　　　・土間の場合は、生石灰や消石灰を散布します。この上にブルーシートを敷くのも良い方法です。
↓

⑥　鶏舎乾燥

↓

⑦　鶏舎消毒（２回目）：（１週間前）
↓

⑧　鶏舎乾燥

↓

⑨　入雛準備へ：（３日前）
（2） 器具の準備
1 育雛器･･･ヒナの発育に必要な給温が可能で、湿度・換気の調節ができること

　　　　　小羽数（１００羽程度まで） →　コタツ、ヒヨコ電球

　　　　　大羽数　→　ガスブルーダー、育雛用バタリー
【コタツを使った育雛箱の例】

・運動場との間はビニール等を垂れ下げ、ノレン状に切れ目を入れ、雛が通れるように数カ所上げます。また、運動場に20Wの電灯を設置します。
・保温部の湿度調整ができるよう、保温しながら通気のできる古セーター等を利用します。
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【ガスブルーダー】　　　　　　　　　【育雛用バタリー】
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〈 解説1 〉

チックガード：雛は、何かに驚くと、狭いところに一斉に集まります。このため、運動場に角があると、下敷きになった雛は圧死してしまうことがあります。このような事故を防ぐため、丸みをつけて角をなくす壁をチックガードと呼びます。このチックガードは他に、冷気の侵入防止や飼養スペースの効率的利用に役立ちます。
2 給餌器（餌箱）
餌付け当初は浅い給餌器、成長に合わせて餌こぼれの無駄のないように高さなどを調整します。
3 給水器
　　　ヒナが落ちて、水死することがあるので市販の給水器が望ましい。
④　チックガード

雛の成長に合わせ、ガードを広げ、２～３週齢には取り外します。
（3） 餌付け準備
1 器具、機材の点検
　　　　　　給温施設（ガスブルーダー、コタツ　等）の試運転、器具（給餌器、給水器　等）の故障がないことを確認します。
2 敷料とチックガードの設置

　　　チックガードを組み、清潔な敷料（もみ殻　等）を十分（５㎝厚程度）いれます。

3 給温

　　　入雛時に床面の温度が３３℃になっているように、予め給温しておきます。
4 飼料と水

　　　入雛前に水を入れて少し温めておき、飼料も用意しておきます。
２　餌付け

　　・育雛場所の温度を確認します。

　　・雛は保温部に入れます。すると、そこが巣になり、運動場で冷えた時など帰巣本能を利用し損耗を防止できます。

・入雛後、直ぐぬるま湯を与えます。また、できるだけ早く餌を食べさせます。
３　育雛
（1） 飼養形態
　　「会津地鶏」の確かな品質を守るため、生産方法は特定ＪＡＳの地鶏肉生産方法についての基準に沿ったものとします。

　　

1 飼育期間

８０日齢以上で出荷すること。
早期に出荷する場合でも、８０日齢以上になってからとします。

なお、当場の試験成績（発育・経済性・食味　等）から判断すると、雄は100～120日齢（14～17週齢：生体重2.5kg以上）、雌は120日齢（17週齢：生体重2.0kg以上）での出荷を推奨します。

2 飼育方法

２８日齢以降は平飼いで飼育すること。
「平飼い」とは鶏舎内、または屋外において、鶏が床面または地面を自由に運動できるようにして飼育する方法のことです。バタリーで餌付けした場合は、必ず平飼いに移して下さい。
3 飼育密度

２８日齢以降は１㎡あたり１０羽以下とすること。（坪あたり３３羽以下）

斉一性を保つためには、弱い鶏でも餌や水を確保できるよう配慮することが大切です。１㎡あたり５～７羽以下を推奨します。

4 飼料給与

週齢にあった適正な成分量を含んだ飼料を給与します。

飼料に含むことのできる飼料添加物は「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律」および「同法施行規則」で定められています。

[image: image12.wmf]表１　養鶏分場における会津地鶏の飼料給与形態

週齢

種類

形態

ＭＥ（代謝エネルギー）

ＣＰ（粗蛋白質）

０〜　３週齢

ブロイラー前期用飼料

（ｽﾀｰﾀｰ飼料含む）�

クランブル

マッシュ

2900〜3100Kcal/kg�

20%以上�

３週齢以後

ブロイラー仕上用飼料

（休薬飼料）

マッシュ

2800〜3250Kcal/kg�

16%以上�

　　

（2） 餌付け～３週齢（２１日齢）までの管理

1 温度・湿度の管理と換気

・温度管理は餌付け後１週間が重要、特に最初の３日間が大切です。温度計を設置するほか、雛の状態を観察して適温での管理に努めます。

・湿度管理も最初の３日間がとても重要です。ガスブルーダーの場合は温源直下に蒸発加湿器を設置します。暖房床やブルーダーは乾燥しやすいので、チックガードの外に散水するなどして湿度を保ちます。逆に、こたつを使った育雛箱では雛が濡れるほど高湿度になることもあるので、保温しながら換気をします。
　　　　・換気は敷き料が湿ったときやアンモニアガス発生のときは必須ですが、最初は保温と保湿を優先します。
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2 飲水と餌の管理

・全ての雛が一斉に採食・飲水できるよう、十分な量の給餌器・給水器を配置します。

・給水器は雛の高さに合うように調節し、常に新鮮で清潔な水を与えます。

・餌付け～２週齢までの給餌は、苗箱のような浅い箱（幼雛用給餌箱）で給与します。10日齢頃からは馴致も兼ね育成給餌器を使います。

3 デビーク（くちばし切り）

・つつき合い（悪癖、カンニバリズム）防止のため７～１０日齢でデビークを行います。雛のくちばしを２／５程度焼き切り、焼いて止血します。

・デビークは鶏痘ワクチン接種と同時作業にすると効率的です。

・デビークを省略した場合、つつき合いが発生して地鶏肉の商品価値を著しく下げることがあります。なお、つつき合いは鶏にストレスがかかると発生しやすくなり、一度、発生すると直すことは困難です。
[image: image15.png]
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〈 解説２ 〉

悪癖（カンニバリズム）：“羽毛つつき”、“尻つつき”、“食羽癖”など好ましくない行動のことで、発生すると地鶏の生産性が著しく悪化します。
　　　　　　　　　　　悪癖は飼料不足（空腹）、密飼い、換気不良、明るすぎるなどの環境下で発生しやすくなります。
悪癖を防止するためには、地鶏がストレスを受けない環境を保つことが大切です。
デビーク（ 断 嘴 ） ：“つつき行動”による被害を防止するために７～１０日齢で実施します。この頃はデビークを実施しても、止血が容易で作業性が良く、雛の発育への影響も比較的少ない時期です。
　　　　　　　　　　　　なお、デビーク実施の前２時間ほど餌止め・断水をすることで、デビーク時の出血を少なくすることができます。
（３）３～４週齢（２１～２８日齢）の飼養管理
1 廃温

　　・廃温とは入雛時に設定した保温部の温度を徐々に下げ最終的に給温を中止することで、廃温が早いと成長が遅れ、遅いと外気温に順応できなくなります。廃温の時期は季節（外気温）により調節します。

　　　　なお、温度の目安は３週齢で外気温２４℃、４週齢では外気温２０℃前後です。

　　

【廃温の例】

２週齢から夜間のみの給温に切り替え、３週齢で給温を中止します。
　　
2 換気

・換気により、敷料を湿らせず、炭酸ガスやアンモニアガス濃度を下げ、塵埃を少なくし、舎内温度の調節もできます。

・換気は定期的に窓を大きく開け一気に行います。
3 飼料

・３週齢（２１日齢）以降は抗生物質が入っていない「ブロイラー仕上用」飼料等を給与します。原則として不断給餌とします。

（４）４週齢～１７週齢（２８日齢～出荷まで）の飼養管理
1 地鶏肉の特定ＪＡＳ規格

・２８日齢以降は平飼い、飼養密度は１０羽／㎡以下とします。

・鶏を移動する場合は、雛が圧死や怪我をしないよう十分注意して下さい。
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2 飲水管理

　　・溜水の場合は汚れやすいので、柵から首を出して飲水させるようにします。

　　・汲み水の給水器では、給水忘れによる断水に注意して下さい。

　　・自動給水器では、冬期間の凍結に注意して下さい。

　　・鶏舎内の流水では、排水口の目詰まり等による浸水に注意して下さい。

3 温度管理
・温度は１５℃～２５℃の間になるように調整します。
　　・暑熱対策：暑熱時は熱気が鶏舎の上部に溜まるので、鶏舎の最上部に排気口をつけ、熱気を排気すると、風通しが良くなり鶏舎温度も下がります。遮熱シートも効果があります。また、鶏舎周りや屋根への散水など気化熱を利用した温度降下も有効です。地鶏が熱射病になってしまったら、直接鶏体への散水、水浴が有効です。

　　・冬期対策：巻き上げカーテン方式で温度調整するのが望ましいです。ただし、結露は床を湿らせるので、鶏舎の上部は吹雪以外の日は開放して、結露させないことが重要です。

4 １００日齢以降の注意点

・雌雄混飼の場合、性成熟による交尾等のため、キズものが増えるので、雌雄を分ける必要があります。
４　出荷
（１）出荷時期
・地鶏の特定JAS規格により８０日齢以降の出荷とします。

・出荷適期は♂１４～１７週齢、♀１７週齢です。ただし、雌は１５０日頃までは味も良くなるので、経済的試算をしながら飼養期間の延長は可能です。
（２）餌止め

・出荷前に給餌を止める「餌止め」を出荷前12～24時間行います。

・ただし、給水は出荷直前まで続けます。
（３）出荷
　　 ・集鳥作業時の圧死を防ぐため、出荷鶏が一ヶ所に集まりすぎないよう柵などで仕切をつけておきます。

・出荷時の捕獲は乱暴に詰めると骨折して級外品となるおそれがあるので、脚を持って丁寧に籠詰めします。
５　日常管理のポイント
（1） 鶏群のチェック

1 全ての雛が均一に採食・飲水をしていますか。健康に育っていますか。

　　　健康で斉一性のある鶏群になっているか確認します。元気でない鶏が観察されるなど、バラツキの大きい鶏群には何か問題があります。
2 へい死鶏の除去
　　　　　毎日観察し、へい死鶏は直ちに除去し処分します。見込みのない鶏も淘汰処分します。こうすることで鶏病の発生と伝搬を最小限に食い止めます。

3 健康状態の観察（必要ならば獣医師のアドバイスを求めます）
　　　へい死率、考えられるへい死の原因、餌と水の消費量（病気に罹るときの徴候として、飲水量が減ることが多い。）、個々の鶏の外観（羽装、流涙、脚の状態、鶏糞の異常、発育不良　等）
　　　
（2） 環境

　　高い湿度、アンモニア、冷え、むし暑さ、不良な敷き料などはすべて育成成績に影響してきます。
1 舎内温度、換気

　　　温度は最高最低温度計でチェックします。温度計は雛の頭の高さに吊り下げ、舎内の各所に分散して取り付けます。

　　　換気は舎内の温度と湿度を調整し、アンモニアガスや埃を排出して新鮮な空気を取り入れるために行います。ただし、寒い時期の換気は温度が下がりすぎないよう注意して下さい。
2 敷き料
　　　　　床面の乾燥状態を保つことが呼吸器病やコクシジウム症、胸部水腫の予防に役立ちます。湿ったり、固くなった敷き料は取り除いて新しいものを敷いて下さい。
（3） 器具・機材

1 換気、温源、給餌及び給水器を毎日点検します。

2 給餌器の中に敷き料が入っているときは、ふるい等で取り除きます。
3 ガスブルーダー上に積もった埃は定期的に掃除します。（火災予防）

4 雛の成長にあわせて給餌器、給水器の高さを少しずつ高くします。（こぼれ予防）
5 餌と水の深さは、必要最低レベルに保つようにします。必要ならば毎日調整して、どの鶏も一様に摂取できることを確かめます。

Ⅴ　生産体系
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（養鶏分場の例）
Ⅵ　衛生管理
鶏を疾病から守り、健康に育て、おいしくて安全な「会津地鶏」をつくりましょう。

１　農場衛生

（1） 農場内への人や車の立入を制限します。

外部の車は駐車場などに駐車させ、農場内に入れないようにします。やむを得ない場合には車を洗浄消毒してから入れます。

また、外来者を農場内へ入れる場合は、長靴を用意するなどして、病気の侵入を防ぎます。

（2） 野鳥や犬・猫、野生動物の侵入を防ぎます。

　　　　鶏舎内や飼料倉庫に野鳥や動物が侵入しないよう、防鳥ネットや柵を設置し、戸締まりと侵入しやすい隙間の補修をします。また、餌こぼしや巣の材料となりそうなものは取り除き、場内の整理整頓を心がけます。

（3） オールイン・オールアウト方式の飼育をします。
（4） 鶏舎の出入口では長靴の洗浄消毒をします。

　　　　　　長靴には様々な汚染物が付着します。鶏舎の出入口では、まず、水洗で汚れを落としてから踏み込み消毒槽などで消毒をします。
（5） 死亡鶏は細菌増殖の温床になりますので、毎日除去します。

（6） 出荷後は清掃・水洗・消毒を励行します。

　　　　　　具体的な方法は前述のⅣ飼養管理１事前準備（１）鶏舎の消毒と清掃を参照して下さい。

〈 解説３ 〉
　　　ネズミ対策：ゴミ、廃材、ダンボールや資材の置き場を整理整頓してネズミの生息場所をなくします。また、排水口などの進入口は金網などで封鎖します。
　　　　　　　　さらに、ネズミ用の粘着シートをねずみのとおりそうな場所に仕掛けます。なお、地鶏の飼養中に鶏舎で殺鼠剤を使用してはいけません。空舎期間ならば、ネズミ駆除の専門業者に依頼する方法もあります。
２　ワクチン
ワクチンプログラムは鶏舎の環境や地域の疾病の状況により、それぞれの農場に最適のプログラムをつくることが理想的です。ワクチンプログラムについては、かかりつけの獣医師にご相談下さい。なお、ワクチンは必ず獣医師の指示の下に実施して下さい。
参考までに、下に鶏病研究会専門委員会が鶏病研究会報42巻，2006年で公表したブロイラーのワクチネーションプログラムを紹介します。
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　〈 解説４ 〉
鶏の病名はアルファベットの略号で示されることがよくあります。
日本語の病名を（　　）内に記しました。
ND（ニューカッスル病）
IB（鶏伝染性気管支炎）
ILT（鶏伝染性喉頭気管炎）
IBD（鶏伝染性ファブリキウス嚢病）
APV（トリニューモウイルス感染症）
FP（鶏痘）
MD（マレック病）
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市販の給餌器の場合は２０～３０羽に１個の割合で設置します。





純系会津地鶏を大型化するために用いた。





当場で育種改良している肉質の優れたロード種





純系会津地鶏の羽装が色濃く残るよう当場で育種改良した。
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